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本セミナーの概要と目的

特許情報の利用は、近年、より大きなデータセットで分析され、俯瞰的且つ発展的な目線で利用されることが多くなってきています。
IP Landscape等の背景がある中で、従来のような、特許情報を詳細な視点で解読することが、引き続き重要ではありますが、それに

加え、戦略的な視点で、情報分析能力も求められるようになってきました。
そのために、分析スキルを高めることをまず考えがちなのですが、幅広く情報を収集する意欲や変化に対する洞察力など、今までと異なる

素質を養うことがより重要になってきます。

インドは、イノベーション及び知財・特許において、近年様々な意味で、重要な国であります。自社のビジネスと直接関連する場合は、
その現状とトレンドを把握することが有用ですが、関連が少ないと思われる場合であっても、定期的にこのような俯瞰的なレポートを選んで
閲覧することが重要です。本セミナーではこのようなことを通して、上述の感覚の養成に役に立つと幸いです。

本セミナーの終了後、以下のことが参考になれば幸いです。

1.近年インドの特許事情の全体像を知る
原文レポート（英語）を閲覧したい場合、より理解が深まる

2. レポートを通じて、アナリストの感覚を養うのに役に立つ
定期的に俯瞰的な分析レポートを選んで読むことで、洞察力を高めることができる
世界中の情報をタイムリーに入手するには、英語のソースを読むことを心掛けることを勧める

3.データの視点から、留意するポイントを把握する
収録データソースによる収録率及び分類付与状況の違いを知る
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なぜ今、インドレポートなのか？
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背景：世界の特許出願数のトレンド

インド
世界で7番目特許
出願件数の多い
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非居住者出願数の量が多い国・発行機関
US, CN, EP, JP, KR, IN

非居住者出願の比率が高い国・発行機関
AU(90%), CA (88%), IN (67%)

居住者出願の量が多い国・発行機関
CN, US, JP, KR…

居住者出願の比率が高い国・発行機関
CN(90%), JP (81%), KR (77%), DE (69%), RU (66%)

インド
世界で7番目特許
出願件数の多い

Source: Gross domestic spending on R&D % (OECD)

Source: World Intellectual Property Indicators 2019 (WIPO)

RD/GDP(%)

CN           US            JP           KR            EP            DE          IN             RU           CA          AU   

0.7%➔2%

2014-15  4/5 (以前)
2018-19  2/3 (最近)
2021 1/2  (予測）
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レポートは、どのような内容か？
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The India Innovation Report

各技術分野ごとの詳細や、詳しいレポートの内容は、
「The India Innovation Report」を参照くださ
い。 (本文は英語になります)

https://clarivate.jp/blog/patent_India_innovation

レポートは、どのような内容か？

https://clarivate.jp/blog/patent_India_innovation
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Methodology

２．Derwent World Patents Index (DWPI) classification：50年に亘る一貫性のある分類付与

化学セクション（A - M）

•A - ポリマーおよびプラスチック
•B - 医薬
•C - 農薬
•D - 食品、洗剤、水処理、バイオテクノロジ
•E - 一般化学
•F - 繊維、製紙
•G - 印刷、コーティング、写真
•H - 石油
•J - 化学工学
•K - 原子力、火薬、保護
•L - 耐火物、セラミック、セメント、導電性無機（有機）
物質
•M - 冶金

機械・一般セクション（P - Q）

•P - 一般
•P1 - 農業、食品、タバコ（A01（A01N を除く）、A24）
•P2 - 個人用、家庭用（A41-A47）
•P3 - 健康、娯楽（A61-A63、A61K を除く）
•P4 - 分離、混合（B02-B09）
•P5 - 金属の成形（B21-B23）
•P6 - 非金属の成形（B24-B28）
•P7 - 加圧成形、印刷（B30- B32、B41-B44）
•P8 - 光学、写真; 全般（G02、G03、G09、G10）

•Q - 機械
•Q1 - 車両全般（B60）
•Q2 - 特殊車両（B61-B64）
•Q3 - 搬送、包装、格納（B65-B68）
•Q4 - 建造物、構造（E）
•Q5 - エンジン、ポンプ（F01-F15）
•Q6 - 機械要素（F16-17）
•Q7 - 照明、加熱（F21-F28、F41-F42）

電気セクション（S - X）

•S - 測定試験装置
•T - 計算および制御
•U - 半導体および電子回路
•V - 電子部品
•W - 通信
•X - 電力工学

レポートは、どのような内容か？

１．インドを優先国とし、2016年から2018年の間にインドで公開された特許（公開・登録）を検討した

https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3762-TRS_section_a
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3766-TRS_section_b
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3767-TRS_section_c
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3768-TRS_section_d
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3769-TRS_section_e
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3770-TRS_section_f
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3771-TRS_section_g
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3772-TRS_section_h
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3773-TRS_section_j
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3774-TRS_section_k
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3775-TRS_section_l
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3776-TRS_section_m
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3777-TRS_section_p
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3778-TRS_section_q
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3779-TRS_section_s
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3780-TRS_section_t
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3781-TRS_section_u
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3782-TRS_section_v
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3783-TRS_section_w
https://images.webofknowledge.com/images/help/ja/DII/hp_database.html#dsy3784-TRS_section_x
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レポートは、どのような内容か？

全特許公報に対するインド優先の公報の割合は増加（2014年の23％から
2018年の34％へ）し、年平均増加率は16％（2014年－2018年）に
達しています。 インド優先特許の増加はこの国でイノベーティブなアイデアが増
えており、インド国内の組織・企業などで特許の意識が向上していることも示唆
しています。

インド特許件数推移 インドから世界へ

インド優先の特許が米国、欧州、中国、日本、オーストラリア、カナダなど
でも出願されており、インドの組織・企業が海外のマーケットへ積極的に
進出しています。
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トップ出願人

サムスンはインド優先の特許が33％（サムスン社の2016-2018のインド特許
公開のうち）を占めています。電話のディスプレイやバッテリー製造施設への投
資、自然言語処理・AI・IoTなどのインドのスタートアップ企業に投資するなど、
インドがサムスンのグローバル輸出ハブになりつつあります。特許出願はデジタル
データ処理、ワイヤレス通信ネットワーク、テレビの画像処理、音声分析などの
分野にフォーカスしています。

スウェーデンの通信大手エリクソンは、人工知能（AI）で人材を採用する取
り組みを強化しています。インド優先の特許が49％（エリクソン社の2016-
2018のインド特許公開のうち）を占めています。

ヒンドスタン航空機（HAL）はインドの航空業界で唯一のインド系企業です。
特許出願は航空機とヘリコプターの設計、航空機の推進/伝送システム、無線
ナビゲーションの方法、プラスチックおよび建築部品に使用される複合材料に
フォーカスしています

トップのファーウェイの特許は2016‐2018年に集中しています。５G分野に
おいて、インドを中国に次ぐ2番目のマーケットと捉え、通信分野の出願に
フォーカスしています。

科学工業研究委員会（CSIR）は38個の研究所、39個のアウトリーチセ
ンター、3つのイノベーションセンターの動的なネットワークを誇り、特許出願はポ
リマー（用途は食品、オイル、水、医薬など）、水精製、発酵、触媒などの
分野にフォーカスしています。

ファーウェイ

CSIR

サムスン

エリクソン

HAL

レポートは、どのような内容か？
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トップ技術分野

近年のスマートフォンに関連するテクノロジーとその用途の急増により、通信分野が31％と最速で成長しています。これに続き、インド産業の重要な柱を形成し、
経済に大きく貢献するコンピューティングと自動車と航空が続きます。機器・検査装置の年間成長率は堅実に推移しています。これは、エンジニアリング業界での
検査・測定やヘルスケア分野での診断テストの重要性が高まっていることを示しています。半導体・エレクトロニクスは、根強い競争が原因で、昨年は減少しまし
た。製薬業界もまた、業界の関心の変化のために、特許公開が減少しています。インドには伝統的なジェネリック医薬品企業があり、一部の企業は創薬にも投
資していますが、まだ特許動向に大きく反映されていません。

レポートは、どのような内容か？
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Chart 26: Top patent authorities for patent filings among India-based 
research entities whose priority country was not India for patents 
published between 2016-2018. 

この分析の結果は、2016年から2018年までの期間に、インドを拠
点とする研究機関が51,000近くの特許を出願し、その優先国がイン
ドではないことを示しています。 これらの特許出願の第一優先権主
張国は、US、EP、KR、WOおよびMXです。

特定された上位の技術分野は, コンピューティング、通信、半導体お
よびエレクトロニクスです。 これらの傾向がインドを優先権とする特許
公報の傾向とは少し異なることで、興味深いことです。

特に半導体がトップで、コンピューティングと通信は同様にランク付けさ
れますが、ポリマーと製薬はそうではありません。 これは、ポリマーと医
薬品が強力なローカル産業であることを意味します。インドにいる半導
体技術に関与する企業は、海外で保護しようと努めています。 これら
の特許は、インドのナレッジキャピタルに大きな貢献をしています。

インド発の発明、優先権主張に関する世界的動き

レポートは、どのような内容か？
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レポートは、どのような内容か？

このレポートはインドを優先権主張国として出願し、2016年から2018年に公開された特許などからインド国内のイノ
ベーションの最新状況を分析しています。
その一方で、インド居住者がインドを優先権主張国として挙げていない特許もかなり存在することが判りました。そのよ

うな特許がインドの知的財産の重要な一部を担っていることについてもレポートで報告しています。

✓ 2014-2018年のインド優先権主張特許は年平均成長率16％
✓ 2016‐2018年のインド優先権主張特許は60355件。これは2015‐2017年の54481件を上回る。
✓ インドの全特許のうちインド優先権主張特許は2016年の25％から2018年の34％に増加。

インド由来の発明の成長、知財保護のマーケットとしてインドの重要性が増している。
上位5出願人はHuawei、CSIR、サムスン、エリクソン、HAL

✓ インド優先権主張特許の上位30出願人のうち、18出願人はインドに本社を置く組織
✓ 上位５技術分野はコンピューティング、ポリマー・プラスチック、通信、医薬、電力工学
✓ 直近5年間で最も成長している分野は通信、コンピューティング、自動車、機器
✓ アカデミック分野の特許について注目度や重要度は継続して増している。インド工科大学がそれをけん引している。

＜本レポートの主要な考察＞

＜India Innovation Report : まとめ・概要＞

手法 件数推移 プレヤー 技術分野 世界的動き



13

データの角度からみたインド特許
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インドの収録（Derwent Innovation）フルテキストとDWPI

概要 インド公開特許 インド登録特許
インド公開・登録

(DWPIファミリー単位)

データタイプ フルテキスト フルテキスト
DWPIタイトル・抄録・出願人コード・
分類コード、索引等付加価値

収録期間 1995年～現在
1999 年～現在
書誌事項 1975年～2009年
(一部を除く）

2000年～現在

言語 英語 英語 英語

更新頻度 毎週 毎週 2回/週

PDF/イメージの収録範囲 1995 年～現在
1991年～現在
1975年～1991年(一部を除く)を
特別注文可能

/

種別コードの収録範囲
A1、I1、I2、I3、I4、P1、
P2、P3、P4

B
A1、I1、I2、I3、I4、P1、P2、P3、P4
、B

*詳細は以下のページを参照してください
https://clarivate.jp/training/derwent-world-
patents-index/dwpi-coverage/
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インド特許収録比較 (例)

0
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インド(INA)収録比較

システムE DI システムI

(1) INPADOC・DOCDB系DB(赤)
はほぼ収録していない

(2) Derwent Innovation (緑)

(3) インド特許庁系DB(淡青）

※1: INAに関して,(2).(3)はほぼ一致してい
るが、DIのほうが、早期（法制度改正前後）
及び直近(収録即時性)の収録が明らかに良
い

※2: 本図に表していないが、2000-2004の
収録は, 他のDBと比べ、DIのほうが明らかに
良い収録を有する

（以上収録件数にが限る比較）

2020.6.20



16

インド特許収録比較 (例)

インド特許を幅広くカバー
インド特許のIPC付与の弱い部分も
DWPIマニュアルコードがカバー

INPADOCでは、2005年以降ほぼ収録
していないところですが、Derwent Innovationでは、
フルテキストおよびDWPIで2000年以降収録
正確なインド特許の数量分析を可能にしています

十分な特許分類が付与されていない場合も多いインド
特許について、DWPIマニュアルコードにて、関連する
技術分野すべての特許分類を付与
正確な技術分野分析を可能にしています

2016年 2017年 2018年

INPADOC 14 11 4

Derwent Innovation 98,189 57,942 53,113

公報番号 IPC DWPIマニュアルコード
IN2017210
01636A

C12Q000168 C04-A08G1 | C04-A09 | C04-A10 | C04-
A98 | C04-E01 | C04-E05 | C04-E99 | 
C11-C08E3 | C11-C08E5 | C11-C10C | 
C12-K04F | C14-S18 | D05-H09 | D05-
H18B | D05-H99 | T04-C02

IN2017210
43202A

F16M001100 A12-H | A12-H03 | A12-W08 | Q68-A03
| T01-L03 | T01-M06A1 | W01-C01A5 | 
W01-C01D3C | W01-C01G8S

73% インド単願特許のうち、IPCが１つしか付与されて
いない特許の割合

正確に分析するには、よりデータが充実、且つ多様な分類を備えたツールが不可欠である

インド特許収録のカバレージは、データソースにより、
大きな差が出る可能性がある?%

https://www.derwentinnovation.com/tip-innovation/externalLink.do?data=eEO7KvKuA%2BZmPC8utuUqQr7lxA0syEOxG1yqA8aIDa%2FHR0Yfnr7aHsH4I3OaAA37ytEXegSSxUP88PZ%2FJk5CQ0F4IIj6EeeZd%2Fly4xNtak9D2Ijuz2cF9Rr1PHQZYuFqg%2FYNe5%2BU%2F6zBxsQ4e9T6wcUaS6C2iUdS1Quy3oxeQInFAX0jXNFh7mzwKSn8aGG4COHPrc%2FqZhYCdkv6U6vG%2FDEKCtJQvrelu%2BPNT1VgB%2BHerckxcXki6TbFnFkHSHOnx2ga84gUAZmoRCPlsL%2FlUA%3D%3D&code=f247fcf4f440f5f0c4e63bfcdf03c46a
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例：IN303309B コンテンツ (Claim 請求項); (Description 明細書)

翻訳: 
Derwent Innovation On Demand Translation

OR
Google Translation (Chromeご利用の場合)

Claim 請求項

Description 明細書

2020.6.22
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例：IN303309B (DWPI Abstract)

DWPIの抄録(英語)

DWPIの抄録(翻訳)

Derwent Innovation On Demand Translation
OR

Google Translation (Chromeご利用の場合)

例：IN303309B (INPADOC未収録、DWPIファミリーあり)

2020.6.22

2020.6.22
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例：IN249457B （オリジナルIPC正確ではなく、DWPIで修正されるケース）
(Inpadocには未収録、DWPIではファミリーあり）

(51) International Classifications: 
B10D 3/26; B10D 3/20; B01J 8/04

2020.6.20

Inpadocには未収録、DWPIでは大きいファミリー
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例： IN201203233I4 （オリジナルIPC正確ではなく、DWPIで修正されるケース）
(Inpadocには未収録、DWPIではファミリーあり）

(51) International Classifications: 
A16K 31/00; B82Y 15/00

2020.6.22

Inpadocには未収録、DWPIでは大きいファミリー
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例：IN315251B  (出願国によって異なる出願人名, DWPI 出願人コード）

DWPI 出願人: NUBIA TECHNOLOGY CO LTD (ZTEC-C) ; SHENZHEN ZTE MOBILE TELECOM CO LTD, (ZTEC-C)

IN:NUBIA TECHNOLOGY

WO:SHENZHEN ZTE MOBILE TELECOM

IN315251B (INPADOC未収録、DWPIファミリーあり)

2020.6.27
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まとめ

1.近年インドの特許事情の全体像を知る
原文レポート（英語）を閲覧したい場合、より理解が深まる

2. レポートを通じて、アナリストの感覚を養うのに役に立つ
定期的に俯瞰的な分析レポートを選んで読むことで、洞察力を高めることができる
世界中の情報をタイムリーに入手するには、英語のソースを読むことを心掛けることを勧める

3.データの視点から、留意するポイントを把握する
収録データソースによる収録率及び分類付与状況の違いを知る

本セミナーの内容は、少しでも皆様の参考やヒントになれば幸いです。

手法 件数推移 プレヤー 技術分野 世界的動き背景 データ
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